
コウモリ目ヒナコウモリ科 石川県カテゴリーノレンコウモリ 絶滅危惧Ⅰ類

絶滅危惧Ⅱ類国カテゴリー

全国的にも分布している県が少なく、本県においても生息の確認場所が少ない。
選定理由

北海道、本州、四国、九州から確認されているが、生息が確認されている県は15県ほどである。
国内分布

白山市尾添の冬季用隧道でのみで確認されている。
県内分布

昼間のねぐらは、洞窟などが知られている。冬眠場所および出産・哺育場所も洞窟を利用することが

知られている。
生　　態

生息する可能性のある自然林が限られた地域にしか存在しない。（A）
生存の危機

原生林が残された地域にのみ生息するため、県内においてもその生息地はきわめて限られている。
特記事項

自然林内に生息する。
生息地の条件
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